
　御堂筋の西側、西心斎橋から道頓堀川を渡り難波に至
る橋が新戎橋。この橋は明治26（1893）年、北の久左衛門
町（現・西心斎橋2丁目）と南の久郎右衛門町（現・道頓堀2
丁目）を結ぶ市道佐野屋橋筋線に架かる、新蛭子（戎）橋と
呼ばれていた橋だった。
　大正時代と昭和初期に改築されたが、戦災で焼け落ち
たため、戦後の昭和26（1651）年に市と御津・大宝両地区が
協力して、ヒノキ造りの高欄で朱色の美しい木造鉄骨橋を
完成させた。完成式には文楽の吉田文五郎師の指揮による
「寿式三番叟（ことぶきしきさんばんそう）」を先頭に地元の
高齢者や幼稚園児、一般市民が渡り初めを行った。
　現在の橋は、昭和38（1963）年に鋼製の橋に架け換えら
れ、平成4（1992）年には歩道設置ならびに橋面整備が行わ
れた。さらに平成19（2007）年の道頓堀川水辺整備事業に
併せ、歩道拡幅・橋面整備・耐震対策・修景整備の改修工
事を行い、同20（2008）年に完成した。先代の橋の朱色の高
欄をイメージしてフレームに朱色を取り入れ、歩道には白御
影石、地覆には黒系の塗装を施し、夜間には高欄にガラス
で挟み込んだ和紙が照明に浮かび上がる橋になった。

新　戎　橋〈道頓堀川〉しんえびすばし●Shin-ebisu-bashi

　阪神高速環状線の東側、新戎橋の西側に架かる大黒
橋。戎橋が今宮戎神社への参道に対して、大黒橋は木津
大黒神社への参道に通じたので大黒橋と呼ばれた。古く
は難波橋とか下橋と呼ばれ、現在より少し東側に架けられ
ていた。大黒橋という名前が定着したのは、元禄16（1703）
年の「公私要覧」に大黒橋とあり、これ以降のこと。嘉永7
（1854）年、大阪は津波に襲われ西道頓堀川に架かる橋
は全て壊され、さらに遡ってきた船や橋が大黒橋に引っ掛
かり岸へ乗り上げたため周辺の家屋も大きな被害を被っ
たとされる。
　現在の橋は、昭和5（1930）年、鉄筋コンクリート造の近
代的な橋に架け換えられたもの。この橋の一段高くなって
いる部分は煉瓦タイル装飾の歩行者道路となっている。昭
和63（1988）年にはベンチや植樹枡が設置されるなどの整
備が行われた。また、上流に接して道頓堀川の浄化用の
可動堰が設けられていたが、道頓堀水辺整備事業で現
在橋の架け換え工事中であり、これに伴い平成20（2008）
年に可動堰は撤去された。

大　黒　橋〈道頓堀川〉だいこくばし●Daikoku-bashi
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